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各部店ごとのＣＳＲ活動には 
どのようなものがありますか？ 

　ＣＳＲ通信により、
各店・各エリアの
ＣＳＲ活動をグッド
プラクティスとし
て発信。全役職
員への更なる意
識づけを目的に
コミュニケーショ
ンツールとして活
用しています。 
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グローバルな取り組みには 
どのようなものがありますか？ 
Q.

一人ひとりの地道な活動が、やがて大きな実を結ぶとの願いから、 
各エリアや各支店単位でのＣＳＲ活動を推進しています。 

ＳＲＩファンドへの 
組み入れ 

湖西エリア 
平成19年12月、高島市主催のヨシ
刈りボランティアに、湖西エリア60
名が参加。琵琶湖3大ヨシ原のひと
つである、高島市新旭町針江のヨシ
原で、琵琶湖の環境保全を願い、作
業を実施しました。 

今津支店 
今津支店では、平成20年
1月に自宅での不用品を
持ち寄り、店内でチャリティ
バザーを実施。その収益
金20,000円は、福祉事業
費としてお役立ていただく
ため、京都新聞・社会福
祉事業団に寄付をしました。 

ボート部・総合企画部 
平成19年10月、大津市のなぎさ公園
で、滋賀県主催の「びわ湖・藻刈りま
っか大会」に、ボート部と総合企画部
の7名が参加。 
総勢150名のボランティアが、琵琶
湖に異常繁茂した水草を竹ざおで刈
り取り、4tダンプカー2台分の水草を
回収しました。 

東大津エリア 
平成19年4月より、東大津エリ
アの約200名が、地球温暖化
防止に向けたCO2排出削減
の取り組みとして「1ポトリ運動」
を展開。「今わたしたちのでき
ることをやろう」を合言葉に、レ
ジ袋の削減をはじめ、公共交
通機関の利用、地産地消の
取り組みなどを推進しています。 湖南エリア 

平成19年10月、「地球温暖化防止フェ
アinびわこ・くさつ（Ｐ19参照）」に湖南
エリアの125名が参加。家族とともに、
地球温暖化について理解を深めました。 

彦根エリア 
平成19年7月、彦根市で実施された「びわ湖の日」
環境美化活動に、彦根エリアのボランティア50
名が参加しました。 

水口エリア 
水口エリアでは、甲南支店の新築移転を機に、平成19年4月よ
り使用済み切手の収集運動を実施。エリア13カ店の協力のもと、
16,000枚の古切手を収集し、平成19年9月に甲南社会福祉協
議会に寄贈しました。古切手は、知的障がい者の方の社会活
動支援に活用されます。 

　当行は、欧米を中心とした機関投資家が連携し、世界の株式時価総額
上位500社をはじめとする約2,00 0の企業に、地球温暖化への姿勢や取り
組みに関する情報開示を求め、回答を公開するCDP（カーボン・ディスクロー
ジャー・プロジェクト）に署名しています。 
　これは、地球温暖化問題への取り組みを、投資判断基準の一つにする
として平成15年から実施されているもので、地球温暖化問題への企業の
取り組みを促進すべきという認識のもと、当行も活動の普及促進に貢献し
ています。 

「ＵＮＥＰ金融機関声明」 
の精神で活動 

ＣＤＰへの署名 

湖北エリア 
平成20年2月、虎姫町教育委
員会主催の日本の伝統文化
体験“茶道教室”が開催され、
虎姫支店をはじめ、長浜支店、
長浜駅前支店の女性行員・
パートタイマーの有志が講師
として参加。町内の約40名の
小学生を対象に、茶道の指導
を行いました。 

八日市エリア 
平成20年5月、愛知川八千代橋下流河川敷で開
催された「八日市大凧まつり2008」に、八日市エリ
アの新入行員
8名が参加。2
週間かけて製
作した2畳敷
の大凧を空高
く揚げ、祭りを
大いに盛り上
げました。 

金融機関は、その投融資あるいは保険の対象とするプロジェクト
もしくは事業者が、社会もしくは環境にどのような影響を与える
かについてあらかじめ適切に考慮し、社会・環境に与える影響が
望ましい方向になるべく投融資及び保険の対象の選定その他に
おいて適切な行動をとる。 

金融機関は、環境の保全もしくは社会の持続的発展に資する事業を
積極的に選択し、これを投融資活動において支援し、また保険や資産
運用など金融商品の開発販売においても環境の保全もしくは社会
の持続的発展に資するような商品を普及するべく努力する。 

金融機関は、上記の金融活動を行うに際し、自らの経営方針、組織体
制、情報開示の指針等ガバナンス全般について最適な体制を採ると
ともに、その直接的な環境影響等についても十分に留意する。 

金融機関は、あらゆるステークホルダーとのコミュニケーションを
通じて、持続可能な社会の実現に資する普及啓発に努めるもの
とする。 
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持続可能な社会の実現に向けての 
東京原則 

東湖南エリア 
平成20年4月、守山支店、守
山北支店、播磨田支店、木浜
支店の有志16名が、「びわこ
地球市民の森のつどい2008」
に参加し、植樹とバザーを実施。
バザーの収益金は「守山ほた
るパーク＆ウォーク」の活動費
用や「環境協力金」に充当し、
「守山ほたるパーク＆ウォーク」
開催中には、17名がスタッフとして参加しました。 

　当行は、英国の新聞フィナンシャル・タイムズとロンドン証券取引所
の合弁会社であるFTSE社の「FTSE4Good Global Index 」の構
成銘柄に5年連続で選ばれています。 
　「FTSE4Good」指数シリーズは、世界で最も注目されているＳＲＩ
株価指数の1つで、環境・社会・人権など、世界的に認められた「企業
の社会的責任基準」を満たした企業により構成されています。 
　また、投資信託情報などを提供するモーニングスター株式会社（本社・
東京）が組成・管理する「モーニングスター社会的責任投資（ＳＲＩ）株
価指数」の構成銘柄にも6年連続で選ばれています。 

　当行は、国連環境計画（ＵＮＥＰ、本部：ケニア・ナイ
ロビ）が提唱している「環境と持続可能な発展に関
する金融機関声明」に市中銀行で初めて署名（平
成13年10月）しています。 
　声明には、①環境破壊を予見し、回避するための
予防的な取り組みを支援する ②エネルギーの節約、
資源の再利用に努める ③環境保全を進める商品・サー
ビスを開発する―など3分野17項目の環境目標が掲
げられています。 
　また、ＵＮＥＰ主催で平成15年10月、アジアで初めて
東京で開かれた「『金融機関声明』国際会議」で「持
続可能な社会の実現に向けての東京原則」が採択
されています。 
　当行では、「環境経営」を展開し、「金融機関声明」、
「東京原則」の精神の実現に努めています。 


